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 はじめに 

 

 1980 年代後半から地球温暖化が問題視され、環境保全の大切さが叫ばれております。こ

のままのペースで地球が温暖化すると、海面が上昇、気候変動が極端化し、我々の生活に

重大な悪影響が与えられると予想されます。 

 また、1973 年に発生した第一次石油危機以来、エネルギーの多くを輸入により確保して

いる我が国日本にとって、その安定供給は重要課題となっております。 

 

 新エネルギーは、地球温暖化の原因の一つとされる二酸化炭素をほとんど発生させませ

ん。また、新エネルギーには地域に根ざしたものが多く、純国産のエネルギーという側面

も持っております。 

 つまり、新エネルギーの導入は、環境保全問題、エネルギー供給問題を解決する大きな

可能性を秘めているといえます。 

 

 このような情勢のなか、当市では、環境保全については平成 12年に環境基本計画を策定、

さらには環境方針を制定したところです。 

 また、新エネルギーの導入促進については、住宅用太陽光発電システムの導入に対し、

助成、並びに融資の制度を設けております。 

 

 この度、新エネルギーに対する指針をさらに明確なものとすべく、ビジョンを策定いた

しました。新エネルギーには上記のようなメリットばかりでなく、化石燃料を主とした従

来エネルギーと比較して、経済性において劣るなど問題はありますが、当市では将来を見

据え、今後、このビジョンをもとに新エネルギー導入に向け取り組んでいこうと考えてお

ります。 

 

 最後に、このビジョン策定においてご尽力下さった帯広畜産大学の宮本啓二教授をはじ

めとした策定委員の皆様、オブザーバーとしてご助言下さった北海道経済産業局、北海道、

新エネルギー・産業技術総合開発機構の皆様、視察先の皆様、資料を提供下さった皆様に、

厚く感謝申し上げます。ありがとうございました。 

 

 

    平成 14年 2 月 

 

帯広市長 砂川 敏文 
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